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 本発表では、心理学でしばしばその用法が問題視される心理的構成概念について、

科学哲学におけるモデル論を媒介に分析する。 
 構成概念とは、知能や性格など、行動の説明項となるがそれ自体は直接観察できな

いもの、いわば「心」の代替物として概念的に措定されるものであり、主には心理学

的測定の対象となっている。そこでは構成概念が意図した概念をどれほど代表してい

るのか、客観的に観察可能な行動からいかに正確に測定できるのか、という構成概念

の妥当性追求が問題となり、これまで様々に検討されてきた(村山 2012)。中でも

Borsboom は、Hacking の介入実在論を引いて構成概念が果たす因果的役割をその妥

当性評価として重視する旨の提言をしており、心理学者の手による科学的実在論の応

用事例としても興味深い。彼は後に、構成概念を行動項目の原因として解釈しない測

定手法、つまり自ら掲げた実在論と競合するモデルを新たに開発するのであるが、そ

の実在論の再構築には取り組まなかった。心理ネットワークアプローチと呼ばれるそ

の新領域は、心理学から構成概念を消去する方法論としてそれ自体が議論を誘引して

いるようにも見える。 
 本研究では、Borsboom が検討した構成概念の実在論を起点として、科学哲学にお

ける「モデル論」と、モデル的観点を重視した実在論を展開する Potochnik の「因果

パターン」という 2 つの道具立てにより、Borsboom 哲学の建て付けを検討し、再構

築する。Borsboom がそれぞれ構成概念にあてがった、原因実体としての潜在変数モ

デルと、創発した総体としての心理ネットワークモデル、この２つの解釈の相違が

「同じ現象から具現化された異なる因果パターン」として統一的に説明されることを

示す。 
 そして構成概念を検討する上で、構成概念のモデル的側面に焦点を当てることの利

点を指摘し、以下のトピックについての考察を提示したい。 
・構成概念を用いる科学的心理学の自律性 
・構成概念の乱立の問題とモデルの目的多様性 
・素朴心理学から抽出される構成概念と、素朴心理学自体のモデル性 
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